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中山町大字長崎8038-9

TEL：023-662-6688

今月のランナー石沢 尚美さん（川端）です！

開館時間

9：00～19：00

9月の休館日

6・13・21･27日

9月のおはなし会

9月18日(土)

11:00～11:30

♪ありがとうございました!次のランナーは 鈴木 友子さん（金沢）です！♪

松田 素子/作 石倉 欣二/絵

ポプラ社

『おばあちゃんがいるといいのにな』

『 いえのなかに でーんと ひとり おばあちゃんがいると いい おばあちゃんは

いつも いえにいて みんなをむかえてくれる 「おかえり えらかったね」 』

初めてこの絵本を読んだ時はまだ祖母も元気だったのであまりピンときませんでした。

祖母は、花や野菜を育てるのが上手で家にはいつもきれいな花、おいしい季節の野菜がありました。

家に帰ると祖母の「おかえり」という声が聞こえていました。

それから何年かして祖母が亡くなってこの本を手にした時、涙が止まりませんでした。

この絵本を開くたびに優しかった祖母に会えるようなそんな絵本です。

【E/イ】

９月１日は防災の日です。この日は大正１２年に起きた関東大震災にちなんで制定された

ものですが、この前後は立春から数えて「二百十日」にあたり、台風が多く来る時期でも

あります。夏目漱石に同名の小説があり、友人二人が阿蘇山に登り途中で暴風雨に

見舞われ、その日が二百十日だと気づくもすでに遅く、草原の中を散々彷徨います。

台風は年間平均で２５件ほど発生しており、そのうち日本に接近するのが１１件ほどで、

やはり８月から９月にかけてが１番多いようです。

（『気象・天気の新事実 気象現象の不思議』木村龍治／監修 新星出版社 【451/キ】）

夏の暑さも去って行楽には良い季節になりますが、天気予報を確認しくれぐれも無理のない計

画にしたいものです。

近年は、地震や台風に加え豪雨による自然災害も多く発生しています。災害は何時でも何処

でも起こります。日頃から災害へ備えるのはもちろんですが、被災した場合の避難方法や連絡

方法など家族で話し合うことも大切なことです。

防災について



新しく入った本 ここに掲載されている本は

一部です

『季節を楽しむ紙刺しゅう』
Piro/著 ブティック社

【594.2/ヒ】

※さりげなくとてもかわいい

針シゴト

ノートやポチ袋・ポスト

カードにどうですか？

①『昆虫館スタッフの内緒話

昆虫館はスゴイ』

全国昆虫施設連絡協議会/著

リピックブック 【486.0/セ】
※日本には昆虫館が多いって知って

ましたか？多彩なスタッフによる

本気の昆虫本

『宿題ファイター』
よしなが こうたく/さく 好学社

【E/ヨ】（児童書コーナー）

※おなじみ、給食番長シリーズ

本からはみだしそうな迫力で番長大活躍

『スマホで防災

家族も自分も守る！

スマホで始める

最新防災マニュアル』

宮下 由多加/著

ジャムハウス

【369.3/ミ】

※最強の防災ツールとして

力強い味方です

『知っておきたい

防災新常識大事典』

国崎 信江/監修

洋泉社

【369.3/シ】

※写真やイラストで

わかりやすい

『令和2年7月

最上川水害

山形豪雨の記録』

山形新聞社/編 山形新聞社

【369.3/ﾔ】 (郷土資料室）

※報道写真で鮮やかによみが

える記憶、それが教訓に

『子連れ防災BOOK』

ママプラグ/著 祥伝社

【369.3/コ】

※被災体験を生かした

実践的な防災ヒント

『もしもごはん』

今泉 マユ子/著

清流出版

【369.3/イ】

※食材のストックを使って

即食べられるレシピ

≪身近な見どころスポット

をめぐる３冊 ①②③≫

②『国宝の地図帳ハンディ版』

辰巳出版

【709.1/コ】
※都道府県別に国宝1125件

すべて網羅

③『町と祭-山形・金山-』

井浦新/写真・著

求龍堂【291.2/イ】（郷土資料室）
※山形ゆかりの著者による写真

紀行 添えられた言葉にも

センスが光る

『世界でいちばん素敵

なSDGｓの教室』
小林 亮/監修

三才ブックス【333.8/セ】

※エッセンスを伝える

ための写真とＱ&Ａ

他にもたくさん

ご用意しています

昨年７月の最上川水害

中山町でも豪雨による水害が発生し甚大な被害が

あったことは記憶に新しいところです

「備えあれば憂いなし」 あらためて防災について考えてみませんか？

皆さんのお役に立てる本を用意して お待ちしています


